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・過疎地域における働き方改革プロジェクト
　について

〇北緯45度夏祭り打ち上げ花火の様子

　北緯45度夏祭りの詳細は、P6「まちの話題」をご覧ください。
小さな中頓別の

しあわせをデザインする

ま ち



き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
加
速
し
、

町
内
の
サ
ー
ビ
ス
や
産
業
の
担
い
手

不
足
解
消
や
起
業
の
担
い
手
創
出
に

つ
い
て
も
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、

限
ら
れ
た
人
的
資
源
を
有
効
活
用
し
、

多
様
な
主
体
が
兼
業
や
副
業
、
短
時

間
労
働
な
ど
様
々
な
ス
タ
イ
ル
で
働

け
る
「
中
頓
別
町
働
き
方
改
革
推
進

モ
デ
ル
」
の
構
築
、
実
践
を
通
じ
て

将
来
に
わ
た
り
持
続
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
取
り
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

過
疎
地
域
に
お
け
る
働
き
方
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

　

過
疎
地
域
に
お
け
る
働
き
方
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
個
別
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、①
町
内
の
担
い
手
不
足
解

消
、②
起
業
の
担
い
手
創
出
、③
移
動

手
段
確
保
・
維
持
の
た
め
の
担
い
手

創
出
、④
起
業
・
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
が
あ
り
ま
す
。

　

①
、②
に
つ
い
て
は
、
中
頓
別
町
無

料
職
業
紹
介
所
の
開
設
を
通
じ
て
、

「
働
く
」、「
住
む
」、「
暮
ら
す
」、「
育

て
る
」
を
テ
ー
マ
に
W
E
B
サ
イ
ト

を
開
設
し
、
中
頓
別
町
く
ら
し
と
し

ご
と
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
求
人
情

報
や
町
の
魅
力
の
発
信
を
行
い
持
続

可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
3
年
11
月
に
設
立
さ

れ
た
、
中
頓
別
町
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
で
は
、
地
域
の
仕
事

を
組
み
合
わ
せ
、
複
数
の
職
務
に
就

く
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
季
節

や
繁
忙
期
に
合
わ
せ
て
、
一
時
的
な

人
手
不
足
を
補
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

仕
事
を
組
み
合
わ
せ
て
補
う
こ
と
で
、

安
定
的
な
雇
用
創
出
と
暮
ら
し
の
実

現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
組

合
職
員
は
、
中
頓
別
町
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
か
ら
報
酬
を
受

け
取
り
な
が
ら
、
様
々
な
職
種
で
経

験
を
積
む
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
よ
り
、

「
な
か
と
ん
べ
つ
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
令
和
3
年
度
の

実
績
と
し
て
、
乗
車
回
数
2
9
0
回
、

走
行
距
離
は
お
よ
そ
3
，
6
0
0
k
m

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

で
は
、
町
内
の
買
い
物
や
通
院
の
利

用
回
数
が
多
く
、
地
域
内
の
移
動
手

段
の
1
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

中
頓
別
町
で
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
、「
過
疎
地
域
に
お
け
る
働
き
方
改

革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
国
の

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

令
和
3
年
度
ま
で
に
町
内
に
お
け
る

人
的
資
源
の
把
握
や
マ
ッ
チ
ン
グ
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
検
討
、
中

頓
別
町
無
料
職
業
紹
介
所
の
開
設
、

中
頓
別
町
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
令
和
4
年
3
月
に
は
、
こ
の

報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
、
一
部
の
取

り
組
み
が
令
和
4
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
コ
モ
ン
ズ
形
成
事
業
と
し
て
、

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
報
告
書
の
内
容
を

紹
介
し
て
行
き
ま
す
。

過
疎
地
域
に
お
け
る
働
き
方
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
︖

　

過
疎
地
域
に
お
け
る
働
き
方
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
、
中
頓
別
町
で
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う
人
材
不
足

な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

(町
民
の
自
家
用
車
を
活
用
し
た
相
乗
り
)

な
ど
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

を
通
じ
た
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

過疎地域における働き方改革プロジェクト

について

　

④
に
つ
い
て
は
、
旧
松
田
商
店
の

利
活
用
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

な
ど
様
々
な
検
討
を
重
ね
て
お
り
、

今
後
、
利
活
用
に
つ
い
て
さ
ら
に
検

討
を
進
め
ま
す
。

中
頓
別
町
働
き
方
改
革
推
進
モ
デ
ル

の
提
示

　

中
頓
別
町
無
料
職
業
紹
介
所
の
仕

事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
や
中
頓
別
町

く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
窓
口
の
移

住
相
談
・
情
報
発
信
機
能
に
よ
り
、

町
内
外
の
人
材
と
町
内
事
業
所
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
過
疎
地
域

で
あ
り
な
が
ら
、
担
い
手
不
足
に
対

応
す
る
柔
軟
な
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
、

こ
の
仕
組
み
を
活
用
し
つ
つ
、
中
頓

別
町
が
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
共
助
」

の
部
分
を
全
町
的
に
拡
げ
て
考
え
、

コ
モ
ン
ズ
形
成
事
業
と
し
て
、
相
談
・

マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
拡
大
を
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
行
く
予
定
で
す
。
次

号
で
は
、
コ
モ
ン
ズ
と
は
何
か
な
ど
、

コ
モ
ン
ズ
形
成
事
業
を
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
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※1　令和 3年住民基本台帳年齢階級別人口
　　  （令和 3年 1月 1日現在）
※2　第 8期中頓別町総合計画後期実施計画
　　  策定のための町民アンケート結果より。
　　  女性のうち同居人に配偶者と回答した
　　  方
※3　第 8期中頓別町総合計画後期実施計画
　　  策定のための町民アンケート結果より。
          短時間労働への関心が「とても関心が
          ある」と「関心がある」と回答した人の合計
※4　中頓別町・職員研修会「公務員の働き
           方改革～新しい副業のあり方」2020（R2)年
           7 月 29 日開催参加者アンケートより
          （回答者合計 25 人）
※5　2021 年 10 月より開設した「中頓別
　　  くらしとしごとの相談窓口」WEB
　　  サイト内のコンテンツ

「中頓別町くらしとしごとの相談窓口」機能

中頓別町くらしとしごとの相談窓口Webサイトへの問合せ十数件
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7
月
23
日
、
中
頓
別
町
民
セ
ン
タ
ー

で
子
ど
も
縁
日
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
中
頓
別
町
商
工
会
青

年
部
が
企
画
し
、
多
く
の
子
ど
も

達
や
そ
の
保
護
者
の
方
が
来
て
お

り
、
親
子
そ
ろ
っ
て
、
子
ど
も
縁

日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
カ
タ

ヌ
キ
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
射
的
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
多
く
の

出
店
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
縁
日
の
開
催

お
祭
り
気
分

　
7
月
20
日
、
ペ
ー
チ
ャ
ン
川
の
砂

金
掘
り
体
験
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　
砂
金
掘
り
体
験
場
オ
ー
プ
ン
初
日

に
、
札
幌
市
か
ら
訪
れ
て
い
た
男
性

の
方
は
、
中
頓
別
町
の
砂
金
掘
り
体

験
場
で
は
、
砂
金
が
出
や
す
い
の
で
、

初
心
者
の
方
に
も
お
勧
め
で
き
る
砂

金
掘
り
場
で
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
話
さ
れ
た
通
り
、
す
ぐ
に
砂

金
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

砂
金
掘
り
体
験
場
O
P
E
N

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

　
7
月
26
日
、
中
頓
別
町
立
認
定

こ
ど
も
園
に
絵
本
の
里(

剣
淵
町)

か
ら
絵
本
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
0
歳
か
ら
5
歳
の
就
学

の
園
児
た
ち
や
地
域
の
就
学
前
の

親
子
、
放
課
後
こ
ど
も
プ
ラ
ン
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
読
み
聞
か

せ
会
や
絵
本
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の

中
を
開
放
し
、
見
学
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

絵
本
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
認
定
こ
ど
も
園
に
来
町

た
く
さ
ん
の
絵
本
を
載
せ
て

　
読
み
聞
か
せ
会
で
は
、
「
お
お
き

く
　
お
お
き
く
　
お
お
き
く
な
あ
れ
」

や
「
お
お
き
な
か
ぶ
〜
」
を
お
は
な

し
隊
か
ら
朗
読
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

外
で
の
読
み
聞
か
せ
で
あ
っ
た
た

め
、
子
ど
も
た
ち
は
、
朗
読
を
聴

き
な
が
ら
、
大
変
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
様
子
で
し
た
。

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
は
、
5
0
0
冊

の
絵
本
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

喜
ん
で
絵
本
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。
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7
月
26
日
か
ら
8
月
4
日
ま
で
の

10
日
間
、
朝
6
時
30
分
か
ら
、
中
頓

別
町
青
少
年
柔
剣
道
場
前
の
駐
車
場

で
ラ
ジ
オ
体
操
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち

が
大
勢
集
ま
り
、
ラ
ジ
オ
か
ら
の
掛

け
声
に
合
わ
せ
て
、
腕
の
振
り
上
げ

や
ジ
ャ
ン
プ
と
い
っ
た
運
動
を
元
気

は
つ
ら
つ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

体
操
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
は
、
す

が
す
が
し
い
表
情
で
し
た
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催

い
よ
い
よ
夏
休
み
！

　
7
月
29
日
、
中
頓
別
町
民
セ
ン

タ
ー
前
の
広
場
で
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

ナ
イ
ト
と
し
て
、
ウ
ク
レ
レ
の
演

奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
多
く

の
方
が
参
加
し
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

基
本
を
ダ
リ
ン
さ
ん
よ
り
習
っ
た

後
、
皆
で
「
涙
そ
う
そ
う
」
に
合

わ
せ
て
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま

し
た
。 ハ

ワ
イ
ア
ン
ナ
イ
ト

ハ
ワ
イ
の
風
を
感
じ
て

　
7
月
29
日
、
中
頓
別
町
役
場
で
陸

上
自
衛
隊
　
山
崎
潤
　
名
寄
駐
屯
地

司
令
よ
り
、
中
頓
別
町
へ
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
生
吉
町
長
就
任
以
来
、
自
衛

隊
と
の
各
種
行
事
に
積
極
的
に
参
加

さ
れ
た
こ
と
や
令
和
3
年
に
は
、
自

衛
隊
と
の
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
関

係
部
外
機
関
と
自
衛
隊
と
の
連
携
強

化
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
感

謝
状
と
盾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
7
月
29
日
、
認
定
こ
ど
も
園
で
、

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ボ
イ
ラ
ー
室
か
ら
出
火
し
た
こ
と

を
想
定
し
、
南
宗
谷
消
防
組
合
中
頓

別
支
署
の
職
員
と
一
緒
に
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
煙
を
吸
わ
な
い
よ

う
に
口
元
に
手
を
当
て
な
が
ら
、
速

や
か
に
先
生
た
ち
と
一
緒
に
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
か
ら
外
に
出
て
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
皆
で
赤
色

や
黄
色
の
放
水
を
見
学
し
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
避
難
訓
練

有
事
に
備
え
て

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

陸
上
自
衛
隊
か
ら
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7
月
30
日
旧
松
田
商
店
で
、
野
菜

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
5
件
の
家
庭
菜
園
か
ら

大
根
や
ネ
ギ
、
な
ん
ば
ん
、
ト
マ
ト
、

コ
ー
ル
ラ
ビ
、
ブ
ラ
イ
ト
ラ
イ
ト
な

ど
た
く
さ
ん
の
種
類
の
野
菜
を
提
供

し
て
も
ら
い
、
販
売
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
訪
れ

た
町
民
の
方
た
ち
は
、
実
際
に
手
に

取
り
野
菜
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

野
菜
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

旧
松
田
商
店
利
活
用

　
8
月
6
日
、
中
頓
別
町
天
北
線

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
で
夏
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夏
祭
り
が
開

催
さ
れ
た
の
は
、
3
年
ぶ
り
と
な

り
ま
す
。

　
15
時
か
ら
町
内
の
事
業
者
に
よ

る
出
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出

店
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ー

ト
ボ
ー
ル
も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
久
し
ぶ
り
の
お
祭
り
を
満

喫
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

第
41
回
北
緯
45
度
夏
祭
り
が
3
年
ぶ
り
に
開
催

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
出
店
が
出
展
＆
花
火
も
打
ち
上
げ

　
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
枝
幸
町
よ
り

エ
ン
ド
レ
ス
や
歌
手
の
智
恵
子
・
ク

ラ
ベ
ス
や
川
上
雄
大
が
会
場
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
大
会
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、

会
場
が
一
体
と
な
っ
て
、
夏
祭
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
夏
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
花

火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場

か
ら
は
、
打
ち
上
が
る
と
同
時
に
大

き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
7
月
30
日
、
中
頓
別
町
民
セ
ン
タ
ー

で
、
e-
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

 

e-

ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
使
っ
た
対
戦
を
ス
ポ
ー
ツ

競
技
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
、
今
回

の
種
目
は
、
「
大
乱
闘
ス
マ
ッ
シ
ュ

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
で
し
た
。

　
参
加
し
た
、
小
中
学
生
た
ち
は
、

自
分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
対
戦
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

e

ｰ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

将
来
は
プ
ロ
ゲ
ー
マ
ー
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皆
に
元
気
を
注
入
！

パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ
パ
レ
ー
ド
の
開
催

　
8
月
19
日
、
認
定
こ
ど
も
園
の
園

児
た
ち
が
、
パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
認
定
こ
ど
も
園
前
か
ら

園
児
達
が
出
発
し
ま
し
た
。

　
48
人
の
園
児
達
は
、
中
頓
別
町
役

場
前
や
社
会
福
祉
法
人
南
宗
谷
福
祉

会
長
寿
園
の
前
で
、
園
児
た
ち
が
手

作
り
し
た
牛
柄
の
お
み
こ
し
を
担
い

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
可
愛
ら
し
い

姿
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
赤
色
と
青
色
の
ハ
ッ

ピ
姿
で
、
こ
の
日
ま
で
に
た
く
さ

ん
練
習
を
し
て
覚
え
た
踊
り
を
大

勢
の
観
覧
者
の
皆
さ
ん
の
前
で
披

露
し
て
い
ま
し
た
。
踊
り
の
後
に

は
、
一
礼
を
し
た
り
、
手
を
振
っ

た
り
な
ど
の
園
児
た
ち
の
内
面
か

ら
あ
ふ
れ
出
る
無
邪
気
な
姿
に
観

覧
さ
れ
た
方
々
は
、
園
児
た
ち
か

ら
元
気
が
注
入
さ
れ
、
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
8
月
19
日
、
楢
原
民
之
助
入
植
の

地
で
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
楢
原
民
之
助
さ
ん
は
、
1
8
6
5
年
、

広
島
県
大
崎
上
島
の
東
野
村
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
、
頓
別
原
野

の
調
査
、
開
墾
を
行
い
、
麦
や
ソ
バ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
豆
、
馬
鈴
薯
な
ど
を
栽

培
し
、
大
豊
作
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
定
住
者
が
増

え
て
い
き
、
現
在
の
中
頓
別
町
の
基

礎
が
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
8
月
19
日
、
上
駒
地
蔵
尊
で
、
交

通
事
故
死
亡
者
の
慰
霊
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
な
ど
が
出
席
さ
れ
、
焼
香

が
焚
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
さ
れ
ま
し

た
ま
し
た
。
お
盆
を
過
ぎ
、
交
通
意

識
も
高
ま
っ
て
い
る
な
か
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
今
後
も
気
を
緩

め
ず
、
信
号
規
則
な
ど
の
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
死
亡
者
慰
霊
祭

偉
大
な
開
祖

楢
原
民
之
助
さ
ん
の
法
要
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informationinformation

　老齢基礎年金は、10年以上受給資格期間がある方が65歳から受給できます。
　老齢厚生年金は、老齢基礎年金の受給資格期間があり、厚生年金保険の被保険者期間がある方が65歳
から受給できます。厚生年金保険の被保険者期間が１年以上ある場合は、65歳になるまで特別支給の老
齢厚生年金が受給できます。（生年月日に応じて受給開始年齢が異なります。）
　年金は受け取る権利（受給権）ができたときに自動的に始まるものではなく、年金請求手続きが必要
になります。

年金請求書の送付

老齢年金の手続きについて

・受給開始年齢に達し老齢年金の受給権が発生する方には受給開始年齢に到達する３か月前に年金を受
　け取るために必要な年金請求書が届きます。
　年金請求書には年金の加入履歴が記録されているので記録を確認して「もれ」や「誤り」がある場合
　は事前に年金事務所までお問合せをしてください。

年金請求書の提出
・年金請求書に必要事項を記入し、受給開始年齢の誕生日の前日以降に添付書類とともに年金事務所ま
　たは役場窓口に提出してください。
・年金を請求せず年金を受けられるようになったときから５年を過ぎると法律に基づき５年を過ぎた分
　の年金については受け取れなくなる場合があります。

年金の受け取りについて
・年金請求書の提出から約１～２か月後に「年金証書・年金決定通知書」が届きます。「年金証書・年
　金決定通知書」が届いてから１～２か月後に年金のお支払いのご案内が届き、年金の受け取りが始ま
　ります。

年金の繰り上げ受給について
・老齢基礎年金は原則として65歳から受け取ることができますが、
　希望すれば60歳から65歳になるまでの間に繰り上げて受け取る
　ことができます。
・繰り上げ受給の請求をした時点に応じて年金が減額され、その減額
　率は一生変わりません。

詳しく知りたい時や、わからないことがあった時は、
稚内年金事務所　お客様相談室（0162-74-1000）
または日本年金機構ホームページをご覧ください。

お問い合わせ　住民グループ（01634-8-7660）


